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はじめに 

 

職業能力開発総合大学校基盤整備センターでは、産業界や地域のニーズを十分に考慮した

公的職業訓練等を実施するために最先端の知識・技術・技能を用いた、職業能力の開発及び

向上に関する調査・開発を実施している。 

近年、我が国のものづくり分野においては、熟練技能者の高齢化や若年層の入職減少等を

背景として、技能の円滑な継承が重要な課題となっている。2019 年版ものづくり白書にお

いても、熟練者が長年の経験により体得してきた技能、いわゆる「カン」や「コツ」をいか

に見える化し、次世代へ確実に伝承していくかが、ものづくりの競争力を維持・強化する上

で不可欠であることが指摘されている。このような状況の下、技能の体系的な整理と効果的

な伝達手法の確立が、職業訓練の分野においても強く求められている。 

本調査・開発テーマでは、これまで技能科学に関する研究活動で積み重ねてきた知見と、

新たに導入した技能分析システムにより得られる職業能力開発に係る技能の科学的分析結果

を複合し、熟練技能者の有する暗黙知、すなわち「カン」や「コツ」の見える化をデジタル

技術により図った新たな教材及び訓練手法の開発に取り組んできた。これにより、技能分

析、教材開発、教材活用等、すべてを通して先端的デジタル技術の上であらわすこととし、

それらを活用した訓練の実施による技能向上をアウトカムとして得ることを目的としてい

る。また、開発の過程を通じて、職業訓練等の実施に高いレベルで応えられる人材の育成に

も取り組んできた。 

現在、DX、GX 及び AI への対応が業界や分野を問わず求められており、職業能力開発にお

いても例外ではない。本テーマは、職業能力開発の DX の１つとして、デジタル技術を基盤

とした教材及び訓練手法を確立し、職業能力開発施設における技能習得の向上に寄与できる

ものと考えている。 

最後に、本調査・開発の実施にあたり、委員各位には専門的知見に基づく素晴らしいコン

テンツを作成いただいたことと共に、委員をご支援いただいた関係各位に対し感謝申し上げ

る。 
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